
旧あおば生命のご契約者さまへ
変額保険（特別勘定）決算のお知らせ

■  変額保険（特別勘定）につきまして、2023年度の運用経過と2024年度の運用方針をお知らせいたし
ます。

■  当資料は、ご契約者様への情報提供を目的として作成しております。旧あおば生命変額保険について
は、現在新規のお取り扱いはございません。

■  お問い合わせは、担当ライフプランナーⓇまたは裏面記載のカスタマーサービスセンターまでお願い
申しあげます。

平素は格別のお引き立てを賜り、厚くお礼申しあげます。
2023年度の「変額保険（特別勘定）決算のお知らせ（2023年4月1日～2024年3月
31日）」を送付いたしますので、ぜひご一読ください。

「ライフプランナーⓇ」は「ザ・プルデンシャル・インシュアランス・カンパニー・オブ・アメリカ」の登録商標です。



総額
326百万円

　2023年度の日本経済は、好調な企業業績を背景として設備投資に底
堅さが見られた一方で、コロナ禍からの需要回復による押し上げ効果の
一巡や、実質賃金の低迷による個人消費の弱含みなどから景気は鈍い回
復ペースに留まりました。
　このような経済環境の中、国内債券市場（10年国債利回り）は、前年
度末よりも金利上昇しました。年度初めは安定推移が続きましたが、7
月および10月に日銀が金融政策の修正を行うと、一時0.90%台まで上
昇しました。しかし、その後は米国の追加利上げ観測が後退し、米金利
が低下に転じたことなどから、金利は低下基調となりました。年明け
以降は再び金利が緩やかに上昇する中、3月に日銀が大規模金融緩和の
解除を発表しましたが、緩和的な金融環境は当面継続されるとの見通
しから影響は限定的でした。10年国債金利は前年度末比0.405%高い

0.725%で取引を終えました。
　国内株式市場（日経平均株価）は、前年度末よりも上昇しました。年
度初めは底堅い米景気や円安の進行、企業業績の安定推移などに支え
られ上昇基調で推移し、7月には約33年ぶりの高値を付けました。そ
の後は、海外株式が軟調に推移したことや日銀による金融政策修正を
受け、株価は不安定な動きが継続しました。しかし、年明け以降は、海
外投資家による資金流入や円安の進行などを背景に、再び上昇基調と
なり、株価は過去最高値を更新しました。日経平均株価は、前年度末比
12,327.96円上昇し、40,369.44円で取引を終えました。
　期末における当勘定の資産残高は201百万円となり、2023年度の運
用実績は前年度末比+9.12%となりました。

■ 特別勘定資産の運用に係る基本方針
特別勘定の資産運用にあたっては、国内外の株式・国内外の公社債・そ
の他の有価証券等を運用対象に分散投資を図り、特別勘定資産の着実な
成長と中長期的観点に立った収益の確保を目指します。また、リスク分
散の観点から、少数の銘柄に偏ることなく、資産種類（株式・債券・外国
証券・その他の有価証券等）およびそれぞれの資産ごとでの分散投資を
心掛け、バランスのとれた運用を行います。

■ 資産構成 ■ 運用実績推移（当期）

■ 準拠規定
特別勘定資産の運用は、生命保険会社の運用に関する法令等に従って行
います。

※  当特別勘定の運用実
績は、2023年3月末
を100として指数化
しております。

※  このグラフは過去の
実績を示したもので
あり、将来の成果を
予測するものではご
ざいません。

■ 運用体制
特別勘定の運用にあたっては、当社が運用を行います。（2024年3月現
在）なお、運用体制については、今後予告なく変更することがあります。
資産運用プロセスは以下のとおりです（別図参照）。
①  当社の投資委員会にて総合的な投資環境を検討し、運用の基本方針
を定めます。

②  市場の動向により、適宜資産配分の調整を行います。
③  当社の運用担当チームリーダーは、運用の成果をレビューします。
④  当社の投資委員会においても月1回運用の成果をレビューします。
⑤  これらに加え、当社資産運用リスク管理担当のチームリーダーが運
用に伴うリスクを常にモニターしています。

■ 運用対象
主な運用対象は次のとおりとし、当社は国内外の経済・金融情勢や株
式・公社債市況の動向等を勘案して具体的投資を決定します。ただし、
この運用対象については、今後変更することがあります。
①国内外の株式および公社債、②国内外のその他の有価証券（REITを
含む）等、③国内外の株式および公社債を投資対象とする国内外の投資
信託等、④貸付金、⑤コール・ローン、コマーシャル・ペーパーおよび預
貯金等、⑥デリバティブ取引
株式に関しては、当社の選定した投資信託へ投資を行い、中長期的な収益
の確保を目指します。公社債に関しては、信用度・流動性ともに良好な国
内外の債券の中から、発行体のファンダメンタルズ（財務状況等）を重視
した銘柄選定を行い、安定した利息収入と値上がり益の確保を図ります。
また、外貨建投資に関しては、為替市場動向にも充分配慮し適切な運用を
行います。特別勘定資産の効率性・安定性を高め、価格変動リスクや為替
変動リスクなどを回避するため、国内外において行われる先物取引・オプ
ション取引を有効に行うことがあります。

■ 特別勘定に属する資産の評価の方法
特別勘定資産の評価は毎日行い、その成果を積立金の増減に反映させま
す。特別勘定資産の評価方法は、次のとおりとします。ただし、この評
価方法については、今後変更することがあります。（2024年3月現在）
①  有価証券については、時価評価するものとします。ただし、外国の有
価証券については現地における前日の価格、円建債券（転換社債は除
く）については前日の価格を用いて時価評価を行うこととします。

②  ①以外の資産については、原価法によるものとします。
③  外貨建資産および負債の円貨換算に使用する為替レートは、当日の
対顧客電信売買相場の仲値（TTM）を使用するものとします。

④  為替予約、先物・オプション取引等のオフバランス取引については、
含み損益を損益に計上するものとします。

当期の資産運用実績と投資行動の分析

今後の運用方針

特別勘定と資産運用について

プルデンシャル生命保険株式会社

資産運用リスク管理担当のチームリーダー

投資委員会

資産運用担当役員

運用担当チームリーダー

特別勘定ポートフォリオマネージャー

公社債（円建）
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今後も現行の国内債券中心のポートフォリオを維持する予定です。
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契約月別の運用実績の例
（一時払終身型、40歳加入、基本保険金額1,000万円の場合）

2023年度末特別勘定資産の内訳 特別勘定の運用収支状況（2023/4～2024/3）

注（1） 保険金額は、基本保険金額に変動保険金額を加えた保障額を示したものです。但し、変動保険金額が負値の場合、保険金額は基本保険金額を
表示しています。

    （2） 契約月別運用実績は、契約時点に特別勘定に投入した金額の2024年3月末までの運用実績を示したものです。なお、この運用実績は、ご契約
者の支払われた 保険料から死亡保障等にあてられるものを控除した部分の伸び率です。

    （3）年換算は、契約月別運用実績を年複利換算したものです。

当期の資産および収支の状況

契約日 保険金額 契約月別運用実績
変動保険金額 年換算

昭和62年

5月1日 1,000万円 △795万円 116.09% 2.11%
6月1日 1,000 △816 109.00 2.02
7月1日 1,000 △798 113.38 2.08
8月1日 1,000 △792 114.04 2.10
9月1日 1,000 △817 105.73 1.99

10月1日 1,000 △818 104.57 1.98
11月1日 1,000 △788 112.46 2.09
12月1日 1,000 △774 115.58 2.14

昭和63年

1月1日 1,000 △760 118.48 2.18
2月1日 1,000 △790 108.98 2.06
3月1日 1,000 △817 100.36 1.94
4月1日 1,000 △839 93.10 1.84
5月1日 1,000 △846 90.42 1.81
6月1日 1,000 △831 93.56 1.86
7月1日 1,000 △835 91.84 1.84
8月1日 1,000 △855 85.26 1.74
9月1日 1,000 △830 91.28 1.84

10月1日 1,000 △838 88.31 1.80
11月1日 1,000 △830 89.79 1.83
12月1日 1,000 △840 85.96 1.77

昭和64年 1月1日 1,000 △843 84.29 1.75

平成元年

2月1日 1,000 △852 81.13 1.70
3月1日 1,000 △848 81.32 1.71
4月1日 1,000 △852 79.72 1.69
5月1日 1,000 △860 76.58 1.64
6月1日 1,000 △864 74.68 1.61
7月1日 1,000 △857 75.85 1.64
8月1日 1,000 △867 72.32 1.58
9月1日 1,000 △861 73.27 1.60

10月1日 1,000 △867 70.85 1.56
11月1日 1,000 △865 70.56 1.56
12月1日 1,000 △877 66.59 1.50

平成2年

1月1日 1,000 △878 65.38 1.48
2月1日 1,000 △871 66.47 1.50
3月1日 1,000 △859 68.89 1.55
4月1日 1,000 △835 74.75 1.66
5月1日 1,000 △833 74.40 1.65
6月1日 1,000 △829 74.91 1.67
7月1日 1,000 △827 74.65 1.67
8月1日 1,000 △811 77.85 1.72
9月1日 1,000 △798 80.52 1.77

10月1日 1,000 △797 79.92 1.77
11月1日 1,000 △808 76.43 1.71
12月1日 1,000 △767 86.16 1.88

平成3年

1月1日 1,000 △770 84.67 1.86
2月1日 1,000 △769 84.21 1.86
3月1日 1,000 △782 79.85 1.79
4月1日 1,000 △791 76.90 1.74
5月1日 1,000 △791 76.14 1.73
6月1日 1,000 △787 76.46 1.74

契約日 保険金額 契約月別運用実績
変動保険金額 年換算

平成3年

7月1日 1,000万円 △777万円 78.36% 1.78%
8月1日 1,000 △778 77.29 1.77
9月1日 1,000 △769 78.94 1.80

10月1日 1,000 △778 75.78 1.75
11月1日 1,000 △778 74.92 1.74
12月1日 1,000 △764 77.87 1.80

平成4年

1月1日 1,000 △760 77.94 1.80
2月1日 1,000 △761 77.00 1.79
3月1日 1,000 △757 77.35 1.80
4月1日 1,000 △749 78.57 1.83
5月1日 1,000 △745 78.95 1.84
6月1日 1,000 △746 78.00 1.83
7月1日 1,000 △733 80.46 1.88
8月1日 1,000 △720 82.82 1.92
9月1日 1,000 △717 82.87 1.93

10月1日 1,000 △706 84.90 1.97
11月1日 1,000 △705 84.46 1.97
12月1日 1,000 △708 82.92 1.95

平成5年

1月1日 1,000 △707 82.26 1.94
2月1日 1,000 △703 82.64 1.95
3月1日 1,000 △697 83.29 1.97
4月1日 1,000 △708 79.99 1.91
5月1日 1,000 △722 75.65 1.84
6月1日 1,000 △721 75.31 1.84
7月1日 1,000 △704 78.68 1.91
8月1日 1,000 △709 76.66 1.87
9月1日 1,000 △711 75.42 1.85

10月1日 1,000 △706 75.86 1.87
11月1日 1,000 △699 76.91 1.89
12月1日 1,000 △664 84.78 2.04

平成6年

1月1日 1,000 △684 79.18 1.95
2月1日 1,000 △714 71.07 1.80
3月1日 1,000 △714 70.34 1.79
4月1日 1,000 △706 71.61 1.82
5月1日 1,000 △490 70.36 1.80
6月1日 1,000 △500 67.79 1.75
7月1日 1,000 △498 67.66 1.75
8月1日 1,000 △493 68.19 1.77
9月1日 1,000 △493 67.59 1.76

10月1日 1,000 △480 69.77 1.81
11月1日 1,000 △478 69.57 1.81
12月1日 1,000 △465 71.68 1.86

平成7年

1月1日 1,000 △467 70.73 1.85
2月1日 1,000 △440 75.63 1.95
3月1日 1,000 △420 79.13 2.02
4月1日 1,000 △413 80.04 2.05
5月1日 1,000 △410 80.18 2.06
6月1日 1,000 △390 83.79 2.13
7月1日 1,000 △379 85.39 2.17
8月1日 1,000 △413 77.91 2.03

項　目 金　額 構成比
現預金・その他          36百万円    18.2%
株式 ─ ─
公社債 108 54.1 
外国株式 ─ ─
外国公社債 ─ ─
その他の証券 55 27.7 
貸付金 ─ ─
特別勘定計 201 100.0 

項　目 金　額
利息配当金等収入          1百万円
有価証券売却益 5
有価証券償還益 ─
有価証券評価益 10
為替差益 ─
金融派生商品収益 ─
その他の収益 ─
有価証券売却損 0
有価証券償還損 ─
有価証券評価損 ─
為替差損 ─
金融派生商品費用 ─
その他の費用 0
収支差額 16

※ 公社債は、日本国債で運用しております。
※ その他の証券は、TOPIX連動型上場投資信託で運用しております。

保有契約残高（2024年3月末現在）
項　目 件　数 金　額

変額保険（有期型）     ─ 件           ─ 百万円
変額保険（終身型） 222 1,636

合　計 222 1,636
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旧あおば生命の変額保険に関するご注意

旧あおば生命の変額保険について、特にご注意いただきたい事項がありますので、必ずご一読ください。

●  変額保険は、お払い込みいただいた保険料のうち、その一部が保険契約の締結・維持・死亡保障

などに係る費用や特別勘定の運用に係る経費等に充てられ、それらを除いた金額が特別勘定で

運用されます。また、ご契約後も定期的に保険契約の締結・維持・死亡保障などに係る費用や特

別勘定の運用に係る費用が控除されます。

●  変額保険は、特別勘定の運用実績に応じて保険金額や解約返戻金額が変動する＊1仕組みの保険

です。特別勘定に属する資産の運用実績に影響を与える指標としては、金利、為替レート、株価、

債券価格、その他の有価証券相場等があります。

●  運用実績が保険金額や解約返戻金額に反映され、積立金がこれらの指標の変動による影響を受

けるため、運用リスクがあります。従いまして、株価の下落や金利の上昇および信用悪化に伴う

債券価格の下落、為替の変動（主に円高）などにより、解約返戻金額がお払い込みいただいた保

険料の合計額を下回る可能性があるため、損失が生じるおそれ＊2があります。この保険に関する

運用リスクは、ご契約者または受取人に帰属します。

1. ご契約に係る費用について

2. 運用リスクについて

※  控除される費用のうち、保険契約の締結・維持や特別勘定の運用などに係る費用は、契約年齢・性別・保険料払込期
間・保険料払込方法（回数）・保険金額により、契約毎に異なります。死亡保障に係る費用は、契約毎に異なるとと
もに、保険期間中毎月変動します。そのため、費用の合計額や計算方法を表示することはできませんのでご了承く
ださい。

※  その他お客様にご負担いただく費用には、信託事務の諸費用等、有価証券の売買委託手数料および消費税等の税金が
かかりますが、費用の発生前に金額や割合を確定することが困難なため表示することができません。また、これらの
費用は各特別勘定がその保有資産から負担するため、お客様はこれらの費用を間接的に負担することとなります。

＊1 特約の保険金額・給付金額は主契約と異なり変動することはありません。
＊2 解約返戻金に最低保証はありません。

プルデンシャル生命保険株式会社
本社／〒100-0014 東京都千代田区永田町2-13-10

プルデンシャル生命保険株式会社
本社／〒100-0014 東京都千代田区永田町2-13-10

カスタマーサービスセンター

インターネットホームページアドレス  https://www.prudential.co.jp

※ ご希望の照会内容やお手続きによっては、カスタマーサー
ビスセンターから担当ライフプランナーへ対応を代わらせ
ていただくことがございます。あらかじめご了承ください。

［営業時間］平日9:00～17:30
　　　　　 土曜9:00～17:00
　　　　　 （日曜・祝休日、年末年始は休業）0120-810740

パートナーフォーユー


